
事 業 概 況

平成 年度は昨年度に引き続き，本部とソサイエティが
協力してソサイエティ独立採算化に向けた取組みを行った．
本部の活動としては，教育活動の展開並びに会員サービス
の向上に継続して取り組んだ．ソサイエティでは論文誌のオ
ンラインジャーナルの機関誌化を含めて独立採算化に向けて
活動を強化した．以下に項目別に実施の概要を記す．
（○は平成 年度に新規に取り組むか，顕著な変化があっ
たもの，・は継続的なもの示す．）

（１） 会員サービスの向上としては
○オンラインジャーナルは，平成 年 月から個人会員
に対して和英オンラインジャーナルを機関誌として配信
するサービスに切り替えた．この関連で残された課題で
ある図書館等のサイトライセンス化の検討を継続して進
めた．最初にシステムの機能追加を行い平成 年 月
から無料配信の試行を開始し，アクセスデータの蓄積を
行って本実施に向けて準備を推進した．試行に参加する
特殊員の勧誘を進めたが十分な参加が得られるところま
で到達しなかったので試行期間を 年間延長することと
した．
○次期総合版ハンドブックについて準備会でデータベース
化したハンドブック（知識ベース）の構築に対して群編
構成，編主任をほぼ固め，執筆段階に移った．
○会員の定着及び会費収入の安定化を図るため平成 年
度から会費を前納制に切り替えたが，これによって学生
員から正員に切り替える段階で退会者数が減少する効果
があることが確認された．
○選奨委員会において，シニア会員制度の開始について検
討を進め，次年度からの実施に向けて制度並びに規程類
の整備を進め，理事会の承認を得た．
○本会の 周年記念と会誌 号記念に対して，それぞ
れ該当する 月と 月に特集号を発行した．
・男女共同参画委員会は，昨年に続いて平成 年 月の
総合大会会場に託児施設を開設して，女性会員が積極的
に学会活動に参加できるように利便を図った．今後も継
続する．
・単行本としてB 判を含む新刊 点を発行した．

・学生ブランチへの参加校数の増大を中心に学生会の活動
を推進した．
・会誌の改善を更に進め，記事内容の見直しを推進し，よ
り身近な機関誌とした．
・海外セクション代表者制度のもとで セクションが活動
を継続した．
・先端オープン講座を開催した．
・大学の教科書「電子情報通信レクチャーシリーズ」の充
実を促進した．

（２） 教育活動としては
本会の教育活動の充実を図り，その活動を束ねるために組
織された「教育活動協議会」の下で，教育活動関係の 委員
会（生涯教育委員会，アクレディテーション（Accreditation
Policy Council）委員会， CPD（Continuing Professional De
velopment）委員会，小中高生科学教室委員会）が活動を展
開した．
○「小中高生科学教室委員会」の中で青少年の科学離れを
阻止するための「子供の科学教室」活動を継続した．支
部との連携を更に発展させ，地域に根ざした活動とする
ために支部から委員の参加を求め意見交換を行った．ま
た，従来と同様に平成 年度も会員の寄付を募り活動
の充実を図った．
・電気学会，情報処理学会と協力した「電気電子・情報系
CPD協議会」において新しい会員サービス実現に向け
て，平成 年 月から開始した CPD会員システムの
試行運用を継続して実施した．
・「認定企画実施委員会」を「アクレディテーション委員
会（APC）」と改称し，大学の教育プログラムの審査・
認定に関して，平成 年度も電気学会，情報処理学会
と連携を密に取りながら活動した．また，本会が主催す
る JABEE（Japan Accreditation Board for Engineer ing
Education）審査講習会（従来の JABEE 自主研修会）を
回開催した．

（３） ソサイエティに関連する活動としては
○通信ソサイエティが学会全体で共通に利用できるように
改修した研究会用電子投稿システムを平成 年度にす
べてのソサイエティに対して導入した．

平成 年度事業報告
自 平成 年 月 日 至 平成 年 月 日

会長・理事 富 永 英 義

次期会長・理事

副会長・理事

副会長・理事

副会長・理事

副会長・理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

宮 原 秀 夫
安 田 浩
雨 宮 真 人
津 田 俊 隆
伊 藤 弘 昌
萩 本 和 男
坂 庭 好 一
江 村 克 己
高 橋 達 郎
森 川 博 之

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

山 本 浩 治
得 井 慶 昌
西 原 明 法
喜 多 泰 代
花 澤 隆
篠 田 庄 司
古 井 貞 煕
羽 鳥 光 俊
大 石 進 一

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

吉 田 進
安 藤 真
末 永 康 仁
小 林 欣 吾
間 瀬 憲 一
河 内 正 夫
畑 岡 信 夫
後 藤 敏
平 田 康 夫
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○平成 年 月に創刊したペーパーレスの電子ジャーナ
ル（ELEX：IEICE Electronics Express）は順調に成長し，
投稿数も大幅に増加し，平成 年度にはインパクトファ
クターが付与される段階に至った．
・ソサイエティ独立採算化に関して，通信ソサイエティは
平成 年度から，エレクトロニクスソサイエティは平
成 年度から本格的実施に移行した．基礎・境界ソサ
イエティ及び情報・システムソサイエティは平成 年
度の本格的実施に向けて規程・体制等を整備した．独立
採算化に向けた情報の共有化を企画室リソースマネージ
メント WG で推進したが，途中で新たに発足させた
WGに役割を移した．
・「FIT（Forum on Information Technology）；情報科学技
術フォーラム」を情報 システムソサイエティ，ヒュー
マンコミュニケーショングループ，情報処理学会の合同
で開催した．

（４） その他の事項としては
○「電気・情報関連学会連絡協議会」において直面してい
る長期的な共通問題に対して協議会は 月に第 回を開
催し，平成 年 月には「日本学術会議と電気情報系
学会連携の会」として 学会の会長並びに関係理事が
学術会議の委員と話し合いを行った．その結果，毎年
月は次年度からも継続的に同じ形態で会合を持つことと
なった．
・平成 年度科学研究費補助金（ 年間）によって関連
学会と協力して取り組んできた卓越技術データベース作
成を本年度も継続して推進した．
・論文誌の一層の質の向上を図るため，査読委員並びに編
集委員を対象とした論文査読に関する説明会を総合大会
の会場で開催した．
以下に各事業の実施状況を報告する．（敬称略）

本 部 事 業

出版に関する事項

会誌の発行状況（定款 第 条イ）
全会員に共通の場として重要なメディアである会誌は，平
成 年 月から 年 月まで 冊，合計 部（月
平均 部）を発行配布した．
また， 月に本会創立 周年記念号，及び 月に 号

記念特集号を発行した．
平成 年度の会誌記事の内容・件数及びページ数は次の
とおりである．

広告賞について（定款 第 条チ）
平成 年広告賞として下記の 点を選定した．
【カラー広告部門】（株）NTT ドコモ

「世界へ，ドコモと！」（ 月号）
【一色刷り広告部門】日立電線株式会社

「“伝える”をきわめる」（ 月号）

ハンドブックについて（定款 第 条ト）
（第 次）ハンドブック／知識ベース委員会において次期
総合版ハンドブック（知識ベース）を構築するための具体的
な検討を行った．
全体の構成として，群・編を決定し，それぞれの編につい
て編主任・編幹事の選定・委嘱を行った．また，各編の目次
案と執筆委員の検討を行い，順次執筆依頼を行った．また，
知識ベースを継続的に運営していくためのビジネスモデルの
検討を開始した．

単行本（定款 第 条ト）
平成 年度は新刊 点 部，重版 点 部を発

行した．
なお，平成 年度から刊行を開始した B 判単行本につ

いて，平成 年度は第 弾として「レーダポラリメトリの
基礎と応用──偏波を用いたレーダリモートセンシング
──」を刊行した．
新刊書は次のとりである．

平成 年度事業報告

種 類 件数 ページ数 種 類 件数 ページ数

講 演
月小特集（ブロードバン
ド無線通信を支えるマ
イクロ波ミリ波技術）
月創立 周年記念特集
（時代をひらく電子情報
通信技術─技術がもた
らした変革，そして更
なる飛躍─）
月小特集
（暗号技術の証明可能安
全性）
月小特集
（情報通信技術によるユ
ビキタス医療への挑戦）
月 号記念特集
（夢・創・想・感）

寄 書
回 想
学生／教養のページ
オピニオン
ニュース解説
総 合 報 告
ソサイエティのページ
情報ネット─いま，学会では─
男女共同参画のページ
学生会報告
支部だより
予 定 目 次

月特別小特集
（ハイパヒューマン技術
が開く新世界）
月特集
（環境を守る）
月小特集（バイオメトリ
クスセキュリティの実
用化最前線）
月特別小特集
（私の七転び八起き）
月小特集（ nm世代 VLSI
を担うMore Moore 技術
─三次元ゲート MOS
FET─）
月小特集（次世代のサー
ビス品質技術）
月小特集（次世代コン
ピュータを支える超高
速・超高密度インタコ
ネクション技術）

学会ニュース
慶 賀
追 悼 抄
国 際 会 議
図 書 紹 介
国内文献目次
図書寄贈一覧
本会だより
編 集 室
役員等口絵
総会・選奨
フェロー口絵
会誌総目次
学会編集室
会 報

特 別 解 説
解 説
講 座

計

巻 頭 言
目 次
会 告
論文誌目次

合 計

＊その他：広告（カラー，前付，後付等） ページ

新 刊 書 名 判型 発行年月日 頁数 部数

モバイル通信の無線回路技術 A H

仕事に生かす知的財産の知識
──技術者の心得──

A H

レーダポーラリメトリの基礎と応用
──偏波を用いたレーダリモート
センシング──

B H

教科書「電子情報通信学会大学シリーズ」（全 巻）
（定款 第 条ト） （コロナ社委託出版）

昭和 年 月以降既刊書目 点．平成 年度は重版
点を発行した．
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教科書「電子情報通信レクチャーシリーズ」（全 巻）
（定款 第 条ト） （コロナ社委託出版）

大学院及び学部の学生を対象とし，併せて一般勉学者の参
考に供するための新シリーズの教科書として平成 年度は
新刊 点，重版 点を発行した．
新刊書は次のとおりである．

会議に関する事項（定款 第 章）

第 回通常総会
平成 年 月 日（土）午後 時から機械振興会館にお

いて第 回通常総会を開催した．社員総数 名に対し，
出席社員数 名（委任状を含む）で，定款第 条に定め
る社員総数の過半数の出席に達した．伊澤会長を議長として
下記議案を付議して，いずれも原案どおり可決承認した．
平成 年度事業報告について
平成 年度収支決算報告について
平成 年度事業計画（案）について
平成 年度収支予算（案）について

理事会，評議員会
年度内に 回の理事会を開催し，うち 回を評議員会と合

同で開催した．
支部長会議

平成 年 月 日（水）に開催し，各支部の活動報告，
本部─支部間の意見交換を行った．

海外セクション代表者制度会議
国際委員会は海外セクション代表者 名が，各セクション

にて講演会等を企画・実施することに協力するとともに，本
会活動の周知・宣伝に努めた．また，第 回海外セクション
代表者会議を総合大会期間中（北九州学術研究都市）の 月
日に開催し，バンコク，北京，韓国，上海，シンガポール，

台北から代表者が出席し意見交換を行った．
各セクションにおいての講演会等の実施件数は次のとおり
である．

選奨に関する事項

本年度の各選奨は所定の手続きによって選考が進められ，
次のとおり各受賞者を決定した．

功 績 賞（第 回）（定款 第 条ホ）
伊 澤 達 夫（東工大）
釜 江 尚 彦（N I I）
平 田 康 夫（A T R）
古 井 貞 煕（東工大）
宮 原 秀 夫（NI CT）

以上 名
業 績 賞（第 回）（定款 第 条ホ，へ）

新 刊 書 名 発行年月日 頁数 部数

インターネット工学 H

結像光学の基礎 H

情報通信ネットワーク H

（平成 年 月第 回配本以降通算 点）

セクション 件数 セクション 件数

バンコク 韓国（Information）

北京 上海

インドネシア シンガポール

韓国（Communication） 台北

韓国（Electronics）

規格調査会に関する事項（定款 第 条ニ）

委員会議を 回，専門委員会及び小委員会を 回開催し
た．国際標準化に関して取り扱った IEC 文書は 件で，
そのうち 件に対して日本の意見を回答した．

委員会名 委員長名 委 員 数 開 催 数

規格調査委員会 羽鳥 光俊

専門委員会名 専門委員長名 専門
（委）

小
（委）

専門
（委）

小
（委）

電子部品のデータ要素 堀内 一

通信用伝送線及びマイクロ波受動部品 小林 禧夫

周波数制御・選択デバイス 関根 好文

光ファイバ 羽鳥 光俊

デザインオートメーション 神戸 尚志

無線通信用送信装置 小川 博世

電子通信用語 吉村 久秉

電子通信記号

複雑システムの安全規格検討委員会 鈴木 喜久

合 計

選奨規程第９条イ項によるもの （業績名五十音順）

業 績 貢 献 者（所 属）

効率的離散アルゴリズム設計の先駆的研究
西関 夫（東北大）
周 暁（東北大）

情報理論における符号構成法に関する先駆的研究 植松 友彦（東工大）

UWB電波伝搬および既存ワイヤレスシステムに
対する干渉の先駆的研究

小林 岳彦（東京電機大）
高田 潤一（東工大）

以上 件

選奨規程第９条ロ項によるもの （業績名五十音順）

業 績 貢 献 者（所 属）

LSI クロック配線方式の開発 枝廣 正人（NEC）

通信 EMC技術の開発と国際標準化への貢献
田島 公博（NTT）
雨宮不二雄（NTT AT）
小林 隆一（NTT）

指静脈認証技術の実用化
三浦 直人（日立）
長坂 晃朗（日立）
宮武 孝文（日立）

以上 件

論 文 賞（第 回）（定款 第 条ホ，へ）
（分冊別掲載年月順）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

Traitor Tracing Scheme Secure against Adaptive Key Exposure
and its Application to Anywhere TV Service
小川一人（NHK技研），花岡悟一郎（産総研）・今井秀樹（中大）
平成 年 月（EA）

論 文 名
著 者 名
掲載年月

DCT 係数の正負符号と位相限定相関との関係について
伊藤 泉・藤吉正明・貴家仁志（首都大東京）
平成 年 月（A）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

Construction Algor ithm for Network Error Correcting Codes
Attaining the Singleton Bound
松本隆太郎（東工大）
平成 年 月（EA）



喜安善市賞（第 回）（定款 第 条ホ，へ）
平成 年から本会最高位の論文に対して贈呈していた猪瀬
賞は，平成 年度の猪瀬賞で終了した．故喜安善市名誉員
の御遺族から御寄付があり，喜安善市賞を新設し，猪瀬賞を
引き継いだ．

平成 年度事業報告

論 文 名
著 者 名
掲載年月

ターボ等化の基礎，及び情報理論的考察
松本 正（北陸先端大），衣斐信介（阪大）
平成 年 月（B）

論 文 名
著 者 名
掲載年月

通信ネットワーク故障による社会的影響度分析法
船越裕介・松川達哉（NTT），渡邉 均（東京理科大）
平成 年 月（B）

論 文 名
著 者 名
掲載年月

電波伝搬特性を活用した秘密情報の伝送・共有技術
岩井誠人・笹岡秀一（同志社大）
平成 年 月（B）

論 文 名

著 者 名

掲載年月

A nm CMOS mm Gb Multilevel AG AND Type Flash
Memory with MB s Programming Throughput
倉田英明（日立），佐伯俊一（ルネサス北日本セミコンダクタ），
小林 孝・笹子佳孝・有金 剛（日立），吉田敬一・高瀬賢順・
吉竹貴之・土屋 修・池田良広・鳴海俊一（ルネサステクノロ
ジ），金光道太郎（日立超 LSI システムズ），伊澤和人（ルネサ
ステクノロジ），古沢和則（日立超 LSI システムズ）
平成 年 月（EC）

論 文 名
著 者 名
掲載年月

OFDM Error Vector Magnitude Distor tion Analysis
山之内慎吾・國弘和明・樋田 光（NEC）
平成 年 月（EC）

論 文 名
著 者 名
掲載年月

Light Induced Self Written Optical Waveguides
各務 学・山下達弥・米村正寿・松井崇行（豊田中研）
平成 年 月（EC）

論 文 名
著 者 名
掲載年月

マルコフ連鎖モデルに基づく移動ヒストグラムの動的構築法
石川佳治（名大），町田陽二・北川博之（筑波大）
平成 年 月（D）

論 文 名
著 者 名
掲載年月

隠れマルコフモデルデータベースの高速ゆう度検索
藤原靖宏・櫻井保志・山室雅司（NTT）
平成 年 月（D）

論 文 名
著 者 名

掲載年月

人間の視覚特性を考慮した投影画像の光学的補正
マーク アシュダウン（マサチューセッツ工科大），佐藤いまり
（NII），岡部孝弘・佐藤洋一（東大）
平成 年 月（D）

（（A），（B），（C），（D）：和文誌，（EA），（EB），（EC），（ED）：英文誌）以上 編

論 文 名

著 者 名
掲載年月

Construction Algor ithm for Network Error Correcting Codes Attain
ing the Singleton Bound
松本隆太郎（東工大）
平成 年 月（EA）

以上１件

学術奨励賞（第 回）（定款 第 条ホ，へ）

〔A．基礎・境界〕： 名 （五十音順）

受賞者 所 属 題 名 講演番号 大会別

荒井伸太郎 徳島大
偏りを持たせたカオス系列を使用し
たDCSKシステムの調査

A 総合

板井 陽俊
愛知県立
大

ウェーブレット変換と SVMによる歩
行足音を用いた個人識別

A 総合

テンソル積展開を用いた ELF 帯環境
電磁波における背景雑音除去

AS
ソサイ
エティ

伊藤 類 東芝
低電源電圧化，広帯域化ベースバン
ドフィルタの一構成法

A 総合

奥村 浩之 阪大
振幅時変周期信号のためのスパース
信号分解とそのモノラル音声分離へ
の応用

A 総合

加藤 秀行 埼玉大

STDP 学習により時間変化する
ニューラルネットワークの複雑ネッ
トワーク構造

A 総合

Small wor ld efficacy of a neural net
work using the STDP learning rule

A
ソサイ
エティ

越田 俊介 東北大
状態空間ディジタルフィルタの可制
御性・可観測性グラミアンを保存す
る周波数変換

AS 総合

高橋 真吾 中大
製造ばらつきによる遷移時間ばらつ
きに関する一考察

A
ソサイ
エティ

外村 喜秀 NTT
スケーラブル符号化のための階層化
LDGM符号の構成

A
ソサイ
エティ

成澤 佳介 埼玉大
動径基底関数ネットワークを用いた
画像信号の非線形予測

A 総合

吉澤 真吾 北大
コグニティブ無線用動的再構成 FFT
プロセッサの設計

A
ソサイ
エティ

〔B．通信〕： 名
受賞者 所 属 題 名 講演番号 大会別

Wayman
TAN

早大
End to End Available Bandwidth
Prediction Using ABsnap and Neural
Network

BS 総合

朝生 雅人
NTT
ドコモ

複数のネットワークにおける HLRを
利用したマルチナンバー提供方式

B 総合

太田 陽基 KDDI 研
カメラ付携帯電話を用いた掌紋認証
プロトタイプシステムの試作

B
ソサイ
エティ

影目 聡 三菱電機

チャープパルス圧縮の距離シフトを
用いた速度補正を行うパルス間コ
ヒーレント積分法による測速度性能
の改善

B
ソサイ
エティ

河井 寛記 NICT

平面波曝露による妊娠 ヶ月の女性
モデル内の SAR評価

B 総合

平面波曝露による妊娠 週の女性モ
デル内の SAR評価

B
ソサイ
エティ

川村 輝雄
NTT
ドコモ

Evolved UTRA 上りリンクにおける
直交Reference Signal 構成

B 総合

Evolved UTRA 上りリンクにおける
ACK NACK および CQI 情報を同時
送信する場合の最適多重法

B
ソサイ
エティ

久保 健 KDDI 研
アドレス割当と連携した分散型モビ
リティ手法の提案

B
ソサイ
エティ

小郷 直人 NHK

UHF 帯折り返し型矩形ループアンテ
ナの検討

B 総合

UHF 帯折り返し型矩形ループアンテ
ナの試作と性能評価

B
ソサイ
エティ

小林 基成
NTT
ドコモ

フレームサイズを考慮した送信電力
制御と木構造クラスタを用いたアド
ホックルーティング方式の性能評価

B 総合

小柳 憲治 NEC

FFT Preprocessing を用いた PAPR低
減法における演算量削減

B 総合

Stage Tone Reservation を用いた
PAPR低減によるスループットの改善

B
ソサイ
エティ

崔 珍龍 NEC

コンフィグレーションフリーの宅内
LAN間接続方式“仮想ターミナル方
式”の提案

B 総合

パケットロス耐性を強化する Hierar
chical Adaptive FEC方式の提案

B
ソサイ
エティ

佐藤 晃一 東芝
無給電素子装荷による端末開閉状態
の特性改善

B 総合

姜 聞杰 NTT
An Efficient and Effective Layer
Order ing Rule for Spatial Multiplex
ing Systems

B
ソサイ
エティ

杉原 圭祐 福井大
ZigBee を用いたネットワーク化ユビ
キタス補聴器の検討

B
ソサイ
エティ

高橋 正典 古河電工

細径高非線形ファイバを用いた張力
印加による分散制御

B 総合

CPF と HNLF からなる小型モジュー
ルによる SC光帯域拡大

B
ソサイ
エティ

千葉 恒彦 KDDI 研
SIP と非 SIP アプリケーションの動的
セッション制御方式に関する一検討

B
ソサイ
エティ
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築島 幸男 NTT
マルチドメインに対応した波長パス
バーチャルコンカチネーション技術
の実証

B
ソサイ
エティ

永井 幸政 三菱電機
GHz 帯ミリ波ブロードバンド通信

システム（ ）─フレーム構成に関する
検討─

B 総合

中野 雄介 NTT

コンポーネントの推薦によるシナリ
オ作成支援手法の評価

B 総合

Web サービスによるアバタ実現の検
討

B
ソサイ
エティ

成川 聖 NTT

光ヘテロダイン受信を用いた光
FDM PON アクセス方式における

GHz 間隔 波× Gbit s
選択受信特性

B 総合

光ヘテロダイン受信を用いた OTDM
信号の多重分離方式

B
ソサイ
エティ

浜 崇之 NEC
トラヒック短期変動を推定可能な利
用可能帯域計測方式

B
ソサイ
エティ

東山 潤司
NTT
ドコモ

近傍界／遠方界変換を用いたリニア
アレーアンテナ放射近傍電界強度測
定法

B 総合

リニアアレーアンテナ放射近傍電界
強度の簡易計算値と測定値の比較

B
ソサイ
エティ

福元 徳広 KDDI 研

タイムスタンプ差の長期観測に基づ
くジッタバッファ蓄積量補正手法

B 総合

FMC環境を考慮したパッシブ方式に
よる区間分割型パケット転送品質通
知方式

B
ソサイ
エティ

藤田 隆史 NTT

広域ユビキタスネットワークにおけ
るサイトダイバーシチに関する実験
的検討

B 総合

広域ユビキタスネットワーク用下り
送信ダイバーシチ方式に関する
フィールド実験

B
ソサイ
エティ

堀口 智哉 東芝

動作合成を用いた SDR開発プラット
フォームの適用（ ） FPGA 無線通信
機の室内実験

B 総合

コグニティブ無線システム向け電波
利用状況の測定

B
ソサイ
エティ

松井 隆 NTT

空孔アシストファイバの前方ブリル
アン散乱の空孔構造依存性

B 総合

空孔アシストファイバの GAWBS を
用いた擬似分布型温度センサ

B
ソサイ
エティ

松川 達哉 NTT

高信頼ネットワーク構成のための不
稼働率評価の一検討

B 総合

ハザードレイトの推定に基づくネッ
トワーク信頼性評価法の検討

B
ソサイ
エティ

丸山 貴史 NTT

適応変調 OFDMにおける変調通知情
報の削減

B 総合

GHz 帯使用機器からの GHz 帯
への干渉電力評価

B
ソサイ
エティ

森下 雅透 新潟大
複数給電型パラサイトアレーにおけ
る適応指向性制御の高速化

B
ソサイ
エティ

山口 聡 三菱電機

値終端抵抗装荷超広帯域小型スパ
イラルアレーアンテナ

B 総合

キャビティ装荷シングルテーパス
ロットアレーアンテナ

B
ソサイ
エティ

山田亜希子 東芝
損失性媒質近傍における無給電素子
付ダイポールアンテナの放射特性

B 総合

山本 高至 京大

干渉下での協調通信システムの周波
数利用効率に関する検討

ABS 総合

干渉下での協調通信システムの周波
数利用効率に関するシミュレーショ
ン評価

B
ソサイ
エティ

山本 俊明 ATR
コグニティブ無線における階層型
QoS経路制御方式の提案

B 総合

山本 義典 住友電工
誘導ブリルアン散乱を用いた光ファ
イバの複屈折率分布測定

B 総合

渡辺敬志郎 NTT
映像配信サービスを対象としたフ
リーズ映像品質客観評価法の検討

BS 総合

蕨野 貴之 KDDI 研

オーバレイネットワークにおける高
速な位置情報ルーティング方式

B 総合

オーバレイネットワークにおける位
置情報ルーティング方式の評価

B
ソサイ
エティ

〔C．エレクトロニクス〕： 名
受賞者 所 属 題 名 講演番号 大会別

安部 素実 三菱電機
基板を用いた狭壁面プローブ挿入型
導波管電力分配器

C
ソサイ
エティ

奥崎 伸彦 電通大

タップ結合型共振器を用いたマイク
ロストリップ線路デュアルバンド
フィルタに関する検討─有極特性と
広帯域特性実現に着目して─

CS
ソサイ
エティ

上遠野賢一 日本工大
雰囲気変化における接触電圧降下と
表面皮膜生成の関係

CS 総合

川口 俊介 NHK
GaN HEMT 電力増幅器の高調波・
IM 位相変化特性の測定

CS 総合

小林 由佳 東工大

再配線層を用いた生体内情報ワイヤ
レス通信用コイルの検討

C 総合

高イメージ抑圧比・周波数可変域拡
張回路を用いた CMOS 電圧制御発振
器

C
ソサイ
エティ

堤 恒次 三菱電機
コグニティブ無線用 GHz GHz
帯マルチバンド SiGe MMIC送受信ダ
イレクトコンバータ

C
ソサイ
エティ

那須 悠介 NTT

％ 導波路を用いた超小型低損
失 ch AWG

C 総合

半波長板直交配置によるマッハツェ
ンダー干渉計の偏波無依存化

C
ソサイ
エティ

半谷 政毅 三菱電機

直並列／並列形保護用高耐電力ス
イッチの解析

C 総合

FET 共振器を用いた一括分岐形
SPNT スイッチの低損失設計法

C
ソサイ
エティ

三木 望 慶大
高周波における開離アークの再点弧
現象

C 総合

村上 絢子 KDDI 研
RSOA を用いた WDM PONにおける
マンチェスタ符号による上り信号の
反射耐力向上に関する検討

C
ソサイ
エティ

本良 瑞樹 東大
GHz デュアルモード CMOS

周波数分周器
C 総合

森田 恭平
千歳科技
大

振動印加による光ファイバ出射光ス
ペックルパターンの変動に関する一
実験

C 総合

山田 英明 防衛大

平面誘電体境界面によるガウスビー
ム反射の放物柱関数を用いた近似解
析

C 総合

平面誘電体境界面によるガウスビー
ム反射の複素鞍部点法を用いた近似
解析

C
ソサイ
エティ

山本 泰之 横浜国大
平行平板キャパシタで先端短絡され
た伝送線路を用いた PIM測定

C 総合

〔D．情報・システム〕： 名
受賞者 所 属 題 名 講演番号 大会別

大澤 淳真 三菱電機
低遅延機能を搭載した MPEG
HDTV エンコーダの実現

D 総合

高橋 正樹 NHK技研
飛翔するゴルフボール抽出処理の全
自動化

D 総合

中辻 真 NTT
ブログ記事へのオートタギングを利
用したユーザ意識とサービスオント
ロジ間のマッピング技術

D 総合



平成 年度事業報告

教育活動に関する事項（定款 第 条ロ，へ）

平成 年度に発足した生涯教育委員会，アクレディテー
ション委員会， CPD委員会，小中高生科学教室委員会で構
成する教育活動協議会を中心に平成 年度も教育活動を展
開した．

先端オープン講座に関する事項
講座に関しては，平成 年度は，機械振興会館耐震工事

のため，近隣の会場を使用して開講することとなった．受講
者へのサービス維持に配慮するとともに，以下の方策を実施
し受講者確保に努めた． 受講者の負担軽減と選択幅を広げ，
タイムリーな受講を促進するため， 回コースを主体とする
コース編成を実施． CPD（技術者の継続的な教育・能力開
発）との連携に向け関連学協会と協賛した周知・宣伝． 大
口受講団体の探索と継続的取り込み． 新設コースによる新
規受講者の開拓．特に，オブジェクト指向と Java 技術で，
PC を利用する演習を，平成 年秋から導入，実施した．
（PC演習の工夫，評価を通して，他のコースへも拡大の予定）．
継続的受講を促進するための 回目以降受講料の割引．
非会員受講者増大に向けたソフトウェア講座専用ホームペー
ジの開設及び継続的な新聞雑誌への講座案内記事掲載．また，
支出面で経費節減に努めた．春季講座（ 月 日 月
日）と秋季講座（ 月 日 月 日．（ただし 月 日，
日休講））を土曜日に開講した．開講講座と受講状況は次

のとおりであった．

JABEE活動について
JABEE の学部認定審査はほぼ軌道に乗ってきており，平
成 年度は定常的な活動を行った． JABEE 本体への委員の
派遣をして JABEE の運営に協力するとともに，学部プログ
ラムの審査を電気学会，情報処理学会と連携して実施した．
また，審査員の確保並びに教育機関への最新規程等の周知を
目的に， JABEE 審査講習会を 月（東京）と 月（大阪）
に開催した．

技術者の継続的な教育・能力開発
CPD（Continuing Professional Development）委員会は，本
会の技術者教育への取組みを JABEE 活動と CPD活動を車の
両輪として形成するとの位置付けから設置され，日本工学会
下の PDE（Professional Development of Engineers）協議会と
連携して活動を進めている．本年度は，電気学会，情報処理
学会と協力して，「電気電子・情報系 CPD協議会」を密接に
開催し，共同で協議を進め，新しい会員サービス実現のため，
昨年検討を進めた技術者に対するWeb 版 CPDポイント登録
システムの試行運用を継続することとし，モニター会員の追
加募集を積極的に行った．
関連資料：http: www ieice org jpn cpd index html に掲載．

小中高校生を対象とした科学教室
子供の科学離れを防ぐための活動の一環としてこれまで
行ってきたが，平成 年度も小中高校生の科学教室を推進
し，会員及び関連企業の協力の下に，各支部と連携して，活
動範囲等を拡大しながら実施した．
平成 年度から設置された，各支部から選定された委員
で構成される小中高生科学教室委員会において，各支部との
情報の共有化を図りながら，新しい活動についても検討を始
めた．
また，本活動を支えている「子供の科学教室基金」を長期
的，健全に維持するため，平成 年度から開始した募金活
動を継続し，平成 年度は 名（個人会員と 団体，維
持員 社）から約 万円の募金協力を得て基金に繰り入れ
て，有効に利用した．
平成 年度の活動状況について以下に示す．

林 達郎 岐阜大
体幹部単純 X線 CT 像における骨格
の解剖学的構造の自動認識

D 総合

早瀬 和也 NTT
レイヤ間予測を利用した JSVC 空間
拡張レイヤプレフィルタ

D 総合

松尾 康孝 NHK
デジタルシネマからスーパーハイビ
ジョンへの空間解像度変換

D 総合

吉井 迪利
奈良先端
大

自律分析による XPath の出現頻度抽
出とデータ分割

D 総合

吉野 知伸 KDDI 研
エッジ成分の再現性を考慮した
H 符号化モード選択方式の一検
討

D 総合

〔春季講座〕

コ ー ス 別
受 講 者 数

（ ）：内団体受講数

A：情報通信ネットワーク技術 名（２）

Aa：インターネット及び IP ネットワーク技術 名

B：システム LSI 設計技術 名

C：ユビキタスサービスを実現する応用技術 名（２）

D：情報通信プロトコル技術 名

E：オブジェクト指向と Java 技術 名

F：情報セキュリティ技術 名

計 名

（ただし，Aa， C， D， E， F コースは全 回の講座）

〔秋季講座〕

コ ー ス 別
受 講 者 数

（ ）：内団体受講数

A：情報通信ネットワーク技術 名（２）

Aa：インターネット及び IP ネットワーク技術 名

D ：情報通信プロトコル応用技術 名（１）

E：オブジェクト指向と Java 技術（PCを利用した演習） 名

計 名

（注）秋季は，少人数受講コースの開講中止により コースのみ開講

題 目 ・ 講 師（敬称略） 開催年月 参加数

科学実験教室：科学技術館会場
テ ー マ：アンテナの不思議
講 師：羽石 操・木村雄一・斉藤作義（埼玉大）
共催支部：東 京

H 名

工作教室：新潟県民会館会場
テ ー マ：ゲルマニウムラジオ工作教室
講 師：下坂 昇 青山英雄・池田弘明（NTT 東日本）
＊主催団体：関東経済産業局 特許庁，実施団体：発明協会
企画：電子情報通信学会 発明の日フェアーの行事

H 名

科学実験教室：科学技術館会場
テ ー マ：音の正体
講 師：大賀寿郎（芝浦工大）
共催支部：東 京

H 名

見 学 会：NHK放送技術研究所
テ ー マ：「見てみよう！最先端技術の世界」
講 師：谷岡健吉・小森智康・柳澤 斉（NHK）
共催支部：東 京

H 名

実習教室：科学技術館会場
テ ー マ：「コンピュータ・プログラミングを自作してみよう！」
講 師：浅見 徹（東大），山崎克之（長岡技科大），

野々山 紫（NTT AT）
共催支部：東 京

H 名

科学教室：大阪大学基礎工学部会場
テ ー マ：大阪大学基礎工学部システム科学科電子システム

学コース
一日体験入学

講 師：乾口雅弘（阪大）

H 名
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に適した情報セキュリティ規程群の策定の活動に対して，「情
報セキュリティの日功労者表彰」が授与された．
受賞式は平成 年 月 日（月）総理大臣官邸で行われ，

内閣官房長官から表彰状が授与された．

専門講習会に関する事項（定款 第 条ロ）

支部主催，本部支援の専門講習会を次のとおり開催した．

見 学 会：NTT 武蔵野研究開発センタ
講 師：池田博昌（東京情報大），石井六哉（横浜国大）
共催支部：東 京

H 名

見 学 会：大学の研究室訪問（東京工業大学：古井・篠田研
究室）

講 師：古井貞煕・篠田浩一・岩野公司（東工大）
共催支部：東 京

H 名

サマースクール：「女子高校生夏の学校 科学・技術者のた
まごたちへ」

＊本企画は男女共同参画委員会が，講演，展示，ポスターセッ
ションで参加．

H 名

見 学 会：ソフトバンクテレコム（株）
ネットワークオペレーションルーム

講 師：上野浩之・寺田浩詔・笠 史郎（ソフトバンクテ
レコム）

共催支部：東 京

H 名

科学教室：明石工業高等専門学校会場
テ ー マ：コンピュータで 次元アニメーションを作ろう
共催支部：関 西

H 名

科学教室：日本女子大学会場
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
司 会：今井 元（日本女子大）
講 師：濱部 勝・高橋雅江（日本女子大）
共催支部：東 京

H 名

科学教室：中央大学会場
テ ー マ：安心して生活できる社会をめざして
講 師：白井 宏（中大）
共催支部：東 京

H 名

工作教室：秋田県立大学会場
テ ー マ： ICボイスレコーダを作り，音の記録を知ろう
講 師：阿部紘士・高山正和・戸花照雄（秋田県立大）
共催支部：東 北

H 名

科学教室：日本女子大学会場
テ ー マ：魅力いっぱいの光の世界を体験しよう
講 師：小舘香椎子・小川賀代（日本女子大）
共催支部：東 京

H 名

講 演 会：沖縄県立美術館会場
テ ー マ：高校生に電子情報通信の面白さを語りかける講演

「電子情報通信技術は面白い！」
司 会：池田博昌（東京情報大）
講 師：白川 功（兵庫県立大），小山正樹（奈良先端大），

名嘉村盛和（琉球大）
共催支部：九 州

H 名

科学教室：琉球大総合情報処理センター
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
講 師：翁長健治（琉球大），篠田庄司（中大），池田博昌

（東京情報大），小山正樹（奈良先端大），石井六
哉（横浜国大），築山修治（中大）

共催支部：九 州

H 名

体験教室：名古屋テレビ塔
テ ー マ：高校生のためのロボット体験教室
講 師：辰野恭市・小中英嗣（名城大）
共催支部：東 海

H 名

科学教室：高知工科大会場
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
司 会：島村和典（高知工科大）
講 師：牧野光則（中大），福本昌弘（高知工科大）
共催支部：四 国

H 名

計 回 名

関連学術団体との連携に関する事項（定款 第 条チ）

平成 年度は，下記のほかに 件の協賛・後援等を行っ
た．
・シンポジウム「ネットワークの匿名性とプライバシー保護」
（平成 年 月 日 情報セキュリティ大学院大学主催）
・総合科学技術会議 科学技術連携施策群 情報の巨大集積
化と利活用基盤技術開発連携群の活動 情報爆発時代に果
たす日本の役割と連携強化 シンポジウム

（平成 年 月 日 内閣府主催）
本会「ネットワーク運用ガイドライン検討ワーキンググ
ループ」と国立情報学研究所「国立大学法人等における情報
セキュリティポリシー策定作業部会」が合同で高等教育機関

支部名 題 目 開催年月日 参加者数 場 所

北海道
生活に溶け込むコンピューティ
ング

H
はこだて未来大学

東 北
画像処理プロセッサの現状と展
望

H 東北大学

信 越 組込みシステムに関する講習会
H ， 塩尻インキュベー

ションプラザ

北 陸 FPGA 入門
H ，

福井工業大学

東 海
高機能アレーアンテナとその応
用技術

H
ローズコートホテ
ル

関 西
「外脳との相互作用」 環境や
外部知識と相互作用し，外脳を
有効利用する先端技術

H 中央電気倶楽部

四 国
Linux のインストールとファイ
ルサーバの構築

H
詫間電波工業高等
専門学校

九 州 情報セキュリティ最前線 H 佐賀大学

計 回

学生事業に関する事項（定款 第 条へ チ）

会誌「学生会報告」欄の掲載記事
各支部学生会の活動状況等を会誌「学生会報告」欄に掲載
した．
・平成 年 月号：平成 年度各支部学生会事業報告
・平成 年 月号：各支部・学生ブランチ学生員の感想

学生員の入会勧誘
各支部に入会勧誘のために PR用資料として，「ポスター」
と宣伝を兼ねた「学生用入会案内」をそれぞれ配布した．
各支部において学生員増強基金を利用した学生員勧誘，学
生ブランチ設置校募集が行われた．また，継続検討事項とし
て，学生員増強基金の有効利用，基金利用基準について検討
を行った．

学生へ情報小冊子の配布
学生への情報小冊子「学生の皆さんへ」を 部作成し，

年 回学生員及び各支部へ配布した．特に卒業（修了）予定
の学生に対して，正員に昇格する際の会費減額サービスを早
期に連絡して会員手続き依頼をするとともに，会費未納者へ
の支払請求を 月から毎月行った．

学生ブランチについて
平成 年度は，会津大，東北大，慶大，千葉大，千葉工大，
都立産業技術高専，東工大，日本女子大，豊橋技科大，名大，
愛媛大，香川大，徳島大，琉球大の 校で学生ブランチ活
動を行った．
また，ホームページ「学生のひろば」に学生ブランチの活
動紹介記事及び設置申込みから報告書作成までの資料，流れ
を掲載し，学生ブランチ設置校の増大を図った．
支部活動として実施するため，設置校の申請を各支部を通
じて受け付けることとした．また，各支部学生ブランチの活
動については，学生会連絡会に報告し，各支部学生が自主的
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に参加し，運営していける環境作りを検討した．

男女共同参画に関する事項（定款 第 条ハ チ）

電子情報通信工学分野において男女が共に，研究・開発・
教育等の仕事や勉学，及び学会活動に，十分な力を発揮して
快適に参画するための活動を推進した．
平成 年度の活動は女子高校生夏の学校 科学・技術者

のたまごたちへ の企画に参加した． IEEE Japan WIE
（Women In Engineer ing）が主催する講演会の協賛，「わいず
（WISE）サロン」（愛媛大学理工系学生のためのキャリアアッ
プ支援講座）の共催をした．本会会誌において「男女共同参
画のページ」を創設した．また，日本女子大学において学生
に向けてシンポジウムを企画・実施した．平成 年 月に
は，女子高校生ジュニア科学塾 in 関西で音声認識の
実験とロボットの展示を行った．
平成 年 月の総合大会より総合大会開催時に開設した
託児施設を，平成 年 月の総合大会においても開設した．

検討部会に関する事項（定款 第 条ハ チ）

他学会との連携について
「電気・情報関連学会連絡協議会」（本会，電気学会，照明
学会，映像情報メディア学会，情報処理学会）において各学
会が直面している問題（電子出版など）について話し合いを
行っている．
日本学術会議との連携を図るため，日本学術会議と電気・
情報関連 学会との会合を平成 年 月 日に実施し，意
見交換を行い，今後も 月に継続実施することとした．

卓越技術データベースの作成について
電気・情報関連 学会連携による平成 年度科学研究費

補助金データベース作成活動を実施した． 年代を中心
に世界のトップレベルに達した我が国の卓越技術の研究開発
の歩みをディジタルアーカイブとして蓄積する． 年間で

件（うち，本会分は 件）の卓越した日本の技術
のデータを収集している．

会員に関する事項（定款 第 章）

名誉員の推薦
伊澤 達夫（東工大）
伊藤 清男（日 立）
篠田 庄司（中 大）
島田 禎晉（矢崎総業）
村谷 拓郎（元KDDI 研）

を定款第 条イ項により名誉員に推薦した．
フェロー称号の贈呈

〔基礎・境界ソサイエティ： 名〕
贈呈者氏名 貢 献 内 容

小野寺秀俊 集積回路の物理設計技術に関する先駆的研究

櫛引 淳一 超音波マイクロスペクトロスコピーと材料評価法の開発

築山 修治 グラフ理論を用いたコンピュータ援用設計手法の研究

中島 康治 ソリトン，ニューラルネットワーク等，非線形問題の研究

長島 知正 カオスの実用的特徴付け手法の開発とその応用に関する研究

牧野 昭二 適応フィルタの研究および音響信号処理技術の研究開発

〔通信ソサイエティ： 名〕
贈呈者氏名 貢 献 内 容

安達 文幸 W CDMA 移動通信システムの研究開発に対する貢献

市川 晴久 情報流通プラットフォーム技術の研究

伊藤 公一 医療用アンテナの研究と実用化への貢献

井原 俊夫 ミリ波帯電波の伝搬および利用システムに関する先駆的研究

岡田 忠信 B ISDN標準化活動とソサイエティ活性化活動に対する貢献

上 芳夫 環境電磁工学における伝送線路論の先駆的研究

唐沢 好男 無線通信に関する電波伝搬とその関連研究への貢献

雁部 洋久 通信用ディジタル信号処理プロセッサの先導的研究と実用化

川合 誠 マルチビーム衛星通信方式の研究開発への貢献

川島幸之助 通信トラヒック工学の研究と応用に対する貢献

小塚 洋司 電磁波の生体効果と電磁環境保全技術開発に関する貢献

小山田弥平 光ファイバ伝送路試験技術の研究とそのシステム開発の貢献

佐々木 豊 偏波保持光ファイバの先駆的な研究及びその実用化の貢献

笹瀬 巌 無線通信と通信ネットワークにおける伝送技術の研究に対する
貢献

三瓶 政一 移動通信における多値・適応変調技術に関する先駆的研究

塩本 公平 ラベルスイッチネットワークアーキテクチャの研究開発の貢献

高橋 謙三 情報通信に関する日本とアジアを繋ぐ高等教育への貢献

谷口 智彦 音声符号化およびDSP の研究開発・実用化に対する貢献

坪井 利憲 高速広帯域ディジタルネットワークの研究開発に対する貢献

長野 勇 プラズマ中の電波伝搬の研究及び電波技術による地域産業への
貢献

牛 志升
（NiuZhisheng）

Contr ibutions to Network Engineer ing and IEICE International Activities
（ネットワーク工学研究ならびに学会活動の国際化への貢献）

花澤 隆 ネットワークインテリジェンスの研究開発

前田 洋一 光アクセス網の研究実用化と国際標準化および学会活動への貢
献

水池 健 衛星通信における運用計画最適化技術の研究開発と実用化への
貢献

村上 篤道 ディジタル映像符号化・伝送・蓄積技術の開発への貢献

盛岡 敏夫 通信ソサイエティ英文論文誌のグローバル化に対する貢献

山口 芳雄 偏波レーダへの貢献

山田 吉英 無線通信用アンテナと自動車の電磁界解析技術の開発に対する
貢献

〔エレクトロニクスソサイエティ： 名〕
贈呈者氏名 貢 献 内 容

荒木 純道 電磁波回路理論，電磁波解析理論および無線機構成への貢献

上田 大助 情報・通信用半導体デバイスの研究開発と工業化への貢献

佐藤 進 液晶ディスプレイに関わる科学技術及び液晶の応用への貢献

谷口 正成 機構デバイスの信頼性評価へのホログラフィ技術の応用

吉國 裕三 通信用半導体レーザと光集積デバイスの先駆的研究・実用化の
貢献

〔情報 システムソサイエティ： 名〕
贈呈者氏名 貢 献 内 容

安達 淳 学術情報の電子化および電子図書館の研究開発への貢献

石川 眞澄 神経回路モデルからの知識抽出に関する先駆的研究と教育への
貢献

大西 昇 視聴覚情報処理のモデリングと工学的実現に関する研究・教育
への貢献

服部 文夫 エージェント通信とその応用に関する研究

広瀬 啓吉 音声情報処理技術，特に音声合成の高度化に対する業績と国際
貢献

牧野 正三 音声認識・理解システムの高精度化に対する貢献
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ソサイエティ事業

ソサイエティ制開始 年目にあたる平成 年度は，各ソ
サイエティにおいても特色のある企画等を実施し，研究調査
活動も順調に推移した．また，各ソサイエティの連携を図る
ためにソサイエティ連絡会を 回開催した．

◎ 基礎・境界ソサイエティ

（１） 総 論
基礎・境界ソサイエティは，本会関連の研究分野のうちで
も境界領域や基礎領域及び新しい領域での研究活動を支援
し，推進するという重要な役割を担っている．本ソサイエティ
は他ソサイエティと同列に存在しているものの，その理念，
使命は特別である．本ソサイエティの運営にあたっては，そ
の存在意義を常に深く意識し，独自の価値を持ったソサイエ
ティ作りを目指した活動を行うべきと考えている．このため
に，境界領域や新領域など移り変わっていくものと基礎領域
など不変なものを確かな目で見極め，それぞれに適した活性
化の一層の推進を進めている．
平成 年度はソサイエティの独立採算化の試行を開始し

た．この試行を通じて，会員の新規獲得を中心とする財政基
盤の健全化策の明確化を図り，あわせてソサイエティ活性化
のための活性化ワーキンググループ（以下，活性化WG）の
一層の充実を図った．上記の目標を達成するために，活性化
WGにおける議論や会員からの意見を反映させつつ，活動の
基本となる財政基盤の健全化，新しいソサイエティ機関誌の
発刊，研究専門委員会の研究現場の感性をくみ上げる環境作
りの推進，などを実行した．このような環境の下で，ソサイ
エティ活性化事業費も有効に利用し，新分野醸成と基礎領域
の次世代への発展継承を図っている．
（２） ソサイエティの独立採算化の試行
独立採算化の目的は，財政面及び事業計画・実施面でソサ
イエティ横並びではなくソサイエティ独自の施策を実現可能
とすることで，より一層の会員サービスの向上を目指すこと
にある．あわせて，論文誌，研究会等が本会の貴重な財産で
あることにかんがみ，論文編集委員会・研究会等の活動のイ
ンセンティブをより高めることも目的となる．財政面に関し
ては，正員数が減少し，会費の少ない学生員や海外会員の割
合が増大しつつある中，基礎・境界ソサイエティに関しては，
幸い財政基盤の悪化は見られない．しかし，今後の正員数の
減少に伴い，収支が赤字になることも予想される．これらの
状況を踏まえ，基礎・境界ソサイエティは理事会や他のソサ
イエティと協調しつつ，独立採算化を見据えた上でソサイエ
ティとして独自に施策を決定し，積極的に展開を図っていく
ことを基本方針とした．基礎・境界ソサイエティにおける意
思決定は運営委員会で行うものとするが，できるだけ実効的
な組織である活性化WG，論文編集委員会・研究専門委員会
等他の各種委員会での創意工夫の余地が大きくなるよう権限
の委譲を図っている．ソサイエティの運営体制の見直しに伴
うソサイエティ規程の追加・修正，財政の健全化，担務責任

会員の現況
会員数の減少を意識して平成 年度から，（ ）会費の前納

制に移行，（ ）銀行・郵便局での自動引落しを実施した．特
に自動引落しは会費の ％割引も合わせて実施した．これら
の施策により平成 年度末の会員数は下表に示すように前
年度と比較してプラスに転じた．
会員数の減少に対する継続的な取組みとして，（ ）各学生

員に対して学生員から正員への移行時の 年間会費減額サー
ビスの周知と「正員証」の送付，（ ）支払いを忘れて滞納し
ている会員に対して継続的な会費請求を実施，（ ）学生員の
意識向上を意識して学生ブランチ校の増大施策，などを実施
した．

（１） 会員数は次のとおりである．

松本 修一 国際テレビジョン中継用ディジタル高能率符号化技術の研究開
発に対する貢献

武川 直樹 画像メディア処理に関する先駆的研究

村瀬 洋 画像認識および映像探索に関する先駆的研究

横田 治夫 データベースシステムとディペンダブルシステムに関する先駆
的研究

会員種別 名誉員 正 員 学生員 准 員 特殊員 維持員 合 計

平成 年度
末会員数
（ ）内はフェ
ロー会員数

（ ） （ ） （ ）

平成 年度
末会員数
（ ）内はフェ
ロー会員数

（ ） （ ） （ ） （ ）

前年度末との差
（ ） （ ） （ ） （ ）

（注） 名誉員の野村民也先生は平成 年 月 日に，関本忠弘先生は 月
日に，植之原道行先生は 月 日に，染谷 勳先生は 月 日に，

永井 淳先生は平成 年 月 日に逝去された．

（ ）内はフェロー会員数

支部／
会員種別

名誉員 正 員 学生員 准 員 特殊員 維持員 合 計

北海道
（ ） （ ） （ ）

東 北
（ ） （ ）

東 京
（ ） （ ） （ ）

信 越
（ ） （ ）

東 海
（ ） （ ） （ ）

北 陸
（ ） （ ）

関 西
（ ） （ ） （ ）

中 国
（ ） （ ） （ ）

四 国
（ ） （ ） （ ）

九 州
（ ） （ ）

海外在住
（ ） （ ）

Overseas
（ ） （ ） （ ）

合 計
（ ） （ ） （ ） （ ）

（２） 各支部における会員数は次のとおりである．



の明確化，論文誌発行事業の財政健全化，研究専門委員会の
活性化を可能とする具体的施策などを実行した．
（３） 財政の健全化
ソサイエティの永続的発展を実現するためには，「会員に
対するサービス」という視点が重要である．基礎・境界ソサ
イエティでは，財政基盤の確立，及び新規サービス事業の検
討・実施を行った．チュートリアルや教育事業などを含めて，
基礎・境界ソサイエティが会員に提供するサービスの質的向
上を図った．具体的な財政基盤の確立について，会計システ
ムの透明化，新規会員獲得のための活性化事業に関して以下
に述べる．
（ ）会計報告の一層の充実：平成 年度から実施して
いる研究専門委員会における収支報告及び活動報告に関し
て，平成 年度には研究専門委員会ごとの予算提案も含め，
より一層の会計の透明化，財政の健全化を図った．これらに
よりソサイエティ全体の財政の健全化を図った．
（ ）ソサイエティ活性化事業：平成 年度末より実施
されているソサイエティ活性化事業は新規会員の獲得及び会
員の確保をねらいとした，基礎・境界独自のソサイエティ活
性化策である．平成 年度の第 回の募集からこれまでに
件の活性化事業が採択され，ソサイエティの活性化に貢献
している．今後も本制度を継続し，ソサイエティの更なる活
性化につなげていく．
（４） 研究専門委員会活動の活性化
基礎・境界ソサイエティでは，これまでに，既存の研究専
門委員会の活動の更なる促進，学術研究集会（国際シンポジ
ウム主催母体）の組織化，第二種・第三種研究会の活動の支
援，新しい研究分野の開拓等々に努力してきた．本年度も一
層この方向における活性化を推進することを事業の一つとし
た．活性化WGにおける議論を踏まえ，より活発に活動し
ている研究専門委員会等を支援するために，平成 年度よ
り研究専門委員会等へ技報売上に応じて活動費を配分してい
るが，平成 年度は，活動報告や収支報告により，活動状況，
活動費の支出状況の一層の透明性を高めるとともに，その自
由度を高めることで，研究専門委員会等の活性化の推進を
図った．また，活性化のための評価システムの構築と，それ
による研究専門委員会等の再構成に向けた取組みを継続して
いく．
（５） ソサイエティ活動の活性化
基礎・境界ソサイエティの存在を学会の内外にアピールす
るためには，本ソサイエティの活動にふさわしい各種講演会
のより一層の充実が必要である．大会における魅力的な講演
会特別企画の立案や，出前講演会と銘打った講師派遣型の講
演会など各種の講演会等の企画立案に尽力した．また，応募
形式で獲得できる基礎・境界ソサイエティ活性化事業費の有
効活用とともに，平成 年度ソサイエティ独立採算化の本
格開始に向けて，ソサイエティ独自の国際会議の支援や新分
野の育成のための予算措置を伴った活動がより自由にできる
ような仕組みの構築を推進した．
（６） 論文誌の魅力の向上
論文誌の魅力の向上による若手会員・海外会員の獲得は学
会の基本であり，そのためには内容の充実，掲載までの期間
の短縮が重要である．掲載までの期間の短縮への取組みを継
続するとともに，魅力的な特集号企画の検討，実施を行った．
また，英文論文誌については，平成 年度より導入してい
る英文クオリティチェックとともに，学会Web ページに掲
載されている英文論文作成に慣れていない会員へのサポート
のための英文論文書き方テキストの宣伝活動により，英文の

平成 年度事業報告

質的向上を引き続き推進している．
（７） 国際化の推進
国際化の促進，特にアジアをターゲットとした活動は重要
であり，海外会員への支援のための英文ホームページコンテ
ンツの更なる充実，国際会議へのブース出展，国際会議にお
ける英文論文誌 CD ROM無料配布や若手研究者への旅費補
助，平成 年度に立ち上げた日本在住の留学生をターゲッ
トとしたホームページの充実化や留学生を対象とする企画な
どにより，外国人に対する本ソサイエティの認知度を高める
ことで，英文論文誌拡販，留学生会員や海外会員の増加を図っ
た．
（８） ソサイエティ内情報管理システムの有効利用
ソサイエティの効率的な運営を目指した情報管理システム
の構築に向けた取組みが平成 年度よりスタートし，平成
年度にはシステムの利用が始まった．平成 年度には，

平成 年度のシステム見直し項目を踏まえ，システムのよ
り一層の充実とともにその有効利用によるより効率的な情報
管理を図った．従来から委員の交代などによる事業の不継続
が指摘されてきたが，この情報管理システムを有効利用する
ことでソサイエティ事業の継続性強化が達成され，ひいては
それがソサイエティ活性化につながるものと期待される．

◎ 通信ソサイエティ

通信ソサイエティでは，昨年度より独立採算化の本格実施
を行い，会計処理の透明化と財務基盤の把握に努め，機動的
な活動が可能な環境作りを進めるとともに，ソサイエティ編
集会議，研専運営会議を中心に活性化のための独自施策の展
開を進めてきた．
（１） 財務管理
独立採算化に伴い，毎月の収支状況の取りまとめと四半期
ごとの収支報告を行い，ソサイエティの財務基盤の把握に努
めてきた．あわせて，論文誌オンライン化の影響や新規活動
費の運用状況などを見極めながら柔軟な財務運用を行い，ソ
サイエティ活動の基盤である研究専門委員会活動や論文誌・
マガジン編集活動，更に会員向け新サービス提供など会員
サービス活性化に向けた施策が実施できる環境を整えた．
また，本部に財務検討タスクフォースが設置され，本部／
ソサイエティ間の会費等配分などの議論が開始されたことに
伴い，今後ソサイエティでも連携して議論を開始した．
（２） 通信ソサイエティマガジン
通信ソサイエティ会員に対する更なるサービス向上及び通
信ソサイエティのプレゼンス向上を目的とした新施策の一つ
として，平成 年 月より通信ソサイエティ和文マガジン
を創刊し，年 回の発刊を開始した．創刊号はソサイエティ
内に限定せず会誌と併せて全会員に配布した．ソサイエティ
会員減少の歯止めとなるかは今後の推移を見る必要がある
が，専門分野におけるトレンド紹介や体系的な技術解説など
技術的オリジナリティを追求する論文誌とは別の形の技術誌
として好評を得ている．
（３） 会員アンケートによるサービス評価
昨年度，通信ソサイエティ会員の減少原因の分析や会員が
何に期待しているか，などの情報を入手することを目的に
サービス評価委員会にて会員サービス評価方法の検討を進め
てきたが，本年度Web 上での会員サービスアンケートを実
施し，約 人からの回答を得た．分析したアンケート結
果は通信ソサイエティホームページ，通信ソサイエティ和文
マガジン等にて公開するとともに，今後の魅力ある通信ソサ



ソサイエティが独自に使用することができる「その他
事業費」枠の充実を図り，学生奨励賞の創設，会員サー
ビスに向けた技術コンテンツの作成，技報の電子アー
カイブ化の試行検討などの新企画を組み込んだ．

（２） 顕彰：従来のエレクトロニクスソサイエティ賞に加
え，新たに学生会員活性化を目的としたエレクトロニ
クスソサイエティ学生奨励賞を創設し，ソサイエティ
大会から実施して 名を表彰した．今後，大会ごとに
学生奨励賞の選定を進め，エレソ独自表彰制度として
定着を図る．

（３） 広報：会員サービスに向けたビデオコンテンツの作
成を検討し，総合大会よりソサイエティプレナリー
セッション特別講演のアーカイブ配信試行を実施し
た．
編集出版会議

（１） エレソ活性化予算として，掲載料の各種減額・免除，
英文品質チェック， ELEX 宣伝パンフレットの作成
などを提案し，実行に移している．

（２） IEICE Electronics Express（ELEX）については，ソ
サイエティの速報版として位置付けて英文誌レターと
のすみ分けを明確にし，発行までの早さ・質・オープ
ンアクセスを強みとして国際的認知度向上を推進し
た．一方，ソサイエティ間の協力体制の整備のために，
ELEX編集委員会に通信ソサイエティからのリエゾン
委員を追加した．また，スコープの変更・拡大の検討
を開始した．

研究技術会議
（１） 研究専門委員会：エレソの根幹をなす の研究専

門委員会と の時限研究専門委員会が活発な研究会
活動を行った．

（２） 国際会議：主催・共催 件及び技術共催・協賛案件
件を開催した（ 年 月 年 月）．また，
国際委員会の国際会議処理要領見直し議論を受けて
「エレクトロニクスソサイエティ国際会議処理要領の
改正」及び「国際会議開催申請手順の整備」を実施し
た．

（３） （平成 ）年ソサイエティ大会（鳥取大）では
一般講演 件に加えて，シンポジウム講演 件（通
ソとエレソ共催企画 件含む），ソサイエティ特別企
画 セッション，シンポジウム セッションを実施し
た．ソサイエティ特別企画「応用の幅を広げるレーザ
技術」では活性化施策として海外からの講師を招へい
する等の講演内容の充実を図り，多くの聴衆を集めた．

（４） 研究会活性化基金を運用して学生を中心としたマイ
クロ波学生研究発表会（ 月，MW研）を実施した．
件の学生発表， 件の一般発表， 件の特別講演

が行われ，熱心な議論が行われた．
（平成 ）年度は，独立採算運営実施の初年度結果を

振り返り運営体制を見直して，ソサイエティ活性化を推し進
めるとともに独立採算運営を軌道に乗せる年度である． 会
議体制を維持しつつ様々な新施策の実行を行い，その効果と
課題を常にチェックしながら「理想のソサイエティ」活動に
向けて迅速かつ的確に対応するよう取り組んでゆきたい．

◎ 情報 システムソサイエティ

情報・システムソサイエティは，他ソサイエティと同様に
論文誌を電子ジャーナル化するとともに，一層積極的な研究

電子情報通信学会誌 Vol No

イエティ活動の施策立案に供する．
（４） 研究専門委員会
研究会活動の活性化を目的とし，研究専門委員会の活動状
況を数値化した評価や研究専門委員会の設置・廃止基準のガ
イドライン化を行った．
また，昨年度に設けた研専運営会議活性化資金による各研
究専門委員会活動の活性化を進めるとともに，研究専門委員
会横通しの情報交流のための幹事連絡会を開催するなど活性
化のための活動を実施してきた．大会活性化施策についても，
各研究専門委員会にて検討を進めている．
（５） 技報電子化
従来研専運営会議において研究会投稿システムの確立や
ディジタルコンテンツ，技報のアーカイブ化の検討を進めて
きたが，本年度はソサイエティ財務も交えて技報電子化の検
討に着手した．研究会活動活性化の手段ととらえ，あり方，
方法論を議論するとともに，技報はソサイエティの重要な財
務基盤であることを考慮し，財務分析も並行して進めている．
（６） 通信ソサイエティホームページと新サービス
会員サービスの活性化施策の一つとして，昨年度末より会
員相互のコミュニティの形成を目的としたコミュニティサー
ビスの本格運用を開始．加えて，会員の持つ技術領域検索の
ための研究室HP リンクサービスの運用を開始した．
これらソサイエティホームページを活用した新規会員サー
ビスを拡充するとともに，ホームページデザインの更新を行
い，見やすさ，利便性の向上を図った．
（７） 通信ソサイエティ論文賞
通信ソサイエティ論文賞として 年 月から 年

月発行の和英論文誌に掲載された論文の中から，優秀論文賞
編，チュートリアル論文賞 編，Best Paper Award 編，
Best Letter Award 編，Best Tutor ial Award 編を選定し，
ソサイエティ大会総会で表彰式を行った．
（８） 国際関連
シスターソサイエティとの連携を引き続き実施した．また，
IEEE ComSoc， KICS 会長が通信ソサイエティを来訪され意
見交換を行うなど交流を深めている．また，昨年度に引き続
き，通ソメーリングリスト，及び IEEE ComSoc の双方のメー
リングリストを使った会員サービス（CFP や論文誌の目次
の配信）， Global News Letter の発行を継続して実施した．
Global News Letter については，内容に関するアンケートを
実施．今後の海外会員へのサービス向上施策に反映する．

◎ エレクトロニクスソサイエティ

（平成 ）年度は，エレクトロニクスソサイエティ（エ
レソ）の独立採算化本格運営の初年度であった．独立採算運
営における効率的なソサイエティ運営を目的に，全体会議で
ある運営委員会（委員数 名）を年 回開催として，少人数
（ 名）により構成される執行委員会を年 回開催して，通
常のエレソ事業活動の状況把握及び意思決定の機動性向上を
図った．更に，執行委員会の傘下に設置した「企画会議」，「編
集出版会議」，「研究技術会議」の 会議体制を中心に，ソサ
イエティ活性化に向けて新施策の検討及び具体化を進めてき
た．ソサイエティの主な活動を，三つの会議ごとに以下に示
す．

企画会議
（１） 予算：エレソ独立採算に伴うエレソ会計収支の把握

と管理・分析を定常的に行い，効率的な予算運営を進
めた．特に，エレソ独自の施策を立案実施するために，



バル・ノンヴァーバル・コミュニケーション研究会（VNV），
料理メディア研究会（CM），人間と ICT 倫理研究会（EHI）の
三つの第三種研究会による体制を確立し，活発な活動を展開
した．特に，IEBと EHI は，今年度新設された研究会である．
前年度に引き続き，次の取組みを行った．HCS，HIP，MVE，
WIT は各々 回の研究会を開催した．特に情報科学技術
フォーラム（FIT ） においてMVE と CW が共同で企画
セッション「人の居場所を探る─情報過多のネット時代にお
ける個倍化現象─」を行い，WIT も「大学の理系学部等に
おける障害のある学生の支援」を開催し，大勢の参加者を集
めた．WI は 回の研究会を開催し， DBWeb を協賛
する活動を行った． BICT は 回のワークショップを開催す
るとともに，設立間もない IEBは「身体性情報学を考える」
など 回のシンポジウムを開催した． VNV は 回の研究会
とWeb を使った議論のアーカイブに引き続き取り組むとと
もに，スカイプでの研究会参加の試みを開始した．新設の
EHI は，人間と自然環境との調和を原点とする生命倫理を視
座に，人間を直接取り扱う ICT 倫理を議論する活動を開始
した．
平成 年度ヒューマンコミュニケーション（HC）賞の選定
と表彰を行った．本賞は，第一種研究会の発表から， 件
に 件を目安に，各研究会で組織したHC賞審査委員会にお
いて選考した．本年度は HCGホームページに記載されたよ
うに，計 件の発表についてHC賞を授与することにした．
春の総合大会に併せて 月 日（土）， 日（日）に北

九州学術研究都市産学連携センターにて HCGシンポジウム
を開催した． HCG傘下の合計七つの研究会（第 種研究会
も含む）が参加し，総発表件数は約 件に達した．また，
シンポジウムの特別企画として，講演会「芸術とヒューマン
コミュニケーション」（講演者：藤幡正樹：東京芸術大，三
浦佳世：九大）を開催し，多くの聴衆を集めた．
HCGニューズレターを 年 月と 年 月の 回，発

行した．また英文論文誌（ED）において，「ヒューマンコミュ
ニケーション 」の企画を行い， 年 月に発行を予定
している．
平成 年度の重点的な取組みとして，（ ）HCGの活動が
一層見えるように， HC賞並びに FIT や HCGシンポジウム
をはじめとした特別企画への取組みを積極的に行い，芸術と
ヒューマンコミュニケーションの接点を求める特別講演会も
行われた，（ ）他学会や他コミュニティとの横断的な連携を
これまで以上に進めるため，新規分野の開拓に努め，その結
果， IEBと EHI の研究会が新たに増えた，（ ）HCGが精力的
に取り組んできた情報保障の検討を HI 学会との連携でも行
うことになった，（ ）英文論文誌での特集企画への取組みを
積極的に行った，（ ）HCGの将来像に関して基礎資料を集め
るため登録会員にアンケート調査を実施した，（ ）HCGの独
立採算化を目標に各種プランの計画や実施，シミュレーショ
ンに取り組んだことなどが挙げられる．

大会に関する事項（定款 第 条ロ）

総合大会
下記の期日 会場において ソサイエティが合同して開催

した．
期 日 平成 年 月 日（火） 日（金）
会 場 名城大学天白キャンパス（名古屋市）
参加者 名
懇親会 名城大学 共通講義棟北 地下 階「名城食堂」

平成 年度事業報告

会活動を行い，ソサイエティ独立採算への試行段階に入った．
名城大学天白キャンパスで開催された総合大会（ 月下旬）

では，ソサイエティ企画 件，シンポジウム 件及び学生ポ
スターセッションを企画するなど，ソサイエティ活動の可視
化に努めた．特にポスターセッションでは情報・システム分
野以外の発表も積極的に受け入れた．また，大会の懇親会
（ ）において情報・システムソサイエティの学術奨励賞（
名）の授賞式が行われた．
ISS のソサイエティ大会と情報処理学会（IPSJ）の秋の全国
大会を統合した FIT（情報科学技術フォーラム）は，平成
年 月 日から 日間，中京大学豊田キャンパスで開催され
た．参加者は講演者 名，一般聴講者 名，その他イベ
ント講演者，招待者等の総参加者数 名であった（昨年
福岡で開催された FIT での参加者は 名であっ
た）． FIT 運営面においては， ， 日目に台風 号のため
新幹線が止まるなど交通に大きな影響が出たものの，現地実
行委員会など運営側の迅速な対応により大きな混乱はなかっ
た．また，収支についても黒字となり，全体として成功であっ
たといえる．また，メイン会場での村井純先生の特別講演（人
と社会，そしてコンピュータとネットワーク， ）には，
会場が満員となる 名の参加者があり，その他多くのパネ
ル討論や各イベント会場も多くの参加者であふれ，魅力ある
企画が多く見られた．次回（FIT ）は，会場を慶應義塾
大学湘南藤沢キャンパスに移して行う予定（平成 年 月
日 日）である．また，例年通り，船井業績賞，船井ベ
ストペーパー賞， FIT 論文賞， FIT ヤングリサーチャー賞
を選定・表彰した．
主な活動は以下のとおりである．
（１） 授賞に関する活動
ISS では，ソサイエティの独立性，活性化を図る施策とし
て，サーベイ論文，先見論文，連作論文を選定対象とするソ
サイエティ論文賞を設立している．また，ソサイエティの活
動について顕著な功績があった人々，例えば多数の論文査読
を行った査読委員等を対象とした活動功労賞も設定してい
る．これら論文賞 名，功労賞 名を選定し，東京で授賞
式を行った（平成 年 月 日）．
（２） 第 回フェロー称号贈呈式及び第 回フェロー候補

者推薦
平成 年度フェロー称号贈呈式を上記授賞式と同じ日

（ ）に東京で行い，富永会長から 名の方々にフェロー
称号を贈呈した．第 回フェローについては，推薦を寄せら
れた中から ISS フェロー推薦委員会において審議を開始し
た．
（３） 財務基盤の改善検討
ISS ソサイエティ運営の独立化を視野に入れて ISS 財務基
盤を強化すべく，論文誌関連の経費削減，総合大会・ FIT
の収支構造，技術研究報告予約価等について検討・試行を
行った．平成 年度からは本格的に独立採算に移行する．
（４） KIISE との継続提携を更新した．

◎ ヒューマンコミュニケーショングループ

平成 年度は，ヒューマンコミュニケーション基礎研究
会（HCS），ヒューマン情報処理研究会（HIP），マルチメディ
ア・仮想環境基礎研究会（MVE），福祉情報工学研究会（WIT）
の四つの第一種研究会，Web インテリジェンスとインタラ
クション研究会（WI ），脳情報通信研究会（BICT），身体性
情報学研究会（IEB）の三つの第二種研究会，及び，ヴァー



電子情報通信学会誌 Vol No

参加者 名

（ ） 企画セッション数

企画種別 大会委員会
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス 情報・システム
大会委員会
セッション ─ ─ ─ ─

ソサイエティ
特 別 企 画
セッション

─ ＊ ＊

パネル
セッション ─ ＊ ＊

チュートリアル
セッション ─

依頼シンポ
ジウム
セッション

─ ─ ─ ─

合計
（共催を含む）

＊ 基礎・境界とエレクトロニクスの共催企画 件を含む．

（ ） 公募セッション講演数
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス 情報・システム

一般セッション

シンポジウムセッション

合計

ソサイエティ大会
下記の期日 会場において基礎・境界，通信，エレクトロ

ニクスの ソサイエティが合同して開催した．
期 日 平成 年 月 日（月） 日（金）【 日間】
会 場 鳥取大学鳥取キャンパス（鳥取市）
参加者 名
懇親会 ホテルニューオータニ鳥取 階鳳凰の間

参加者 名

（ ） 企画セッション数

企画種別 大会委員会
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス
大会委員会
セッション ─ ─ ─

ソサイエティ
特別企画
セッション

─ ─

パネル
セッション ─ ─

チュートリアル
セッション ─

合計

（ ） 公募セッション講演数
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス

一般セッション

シンポジウムセッション ＊ ＊

合計
（共催を含む）

＊ 通信とエレクトロニクスの共催企画 件を含む．

FIT （第 回情報科学技術フォーラム）
下記の期日 会場において情報・システムソサイエティ，
ヒューマンコミュニケーショングループ及び情報処理学会が
合同で開催した．
期 日 平成 年 月 日（水） 日（金）
会 場 中京大学豊田キャンパス（豊田市）
参加者 名

懇親会 同キャンパス内 号館 F プラザ・リスタ
参加者 名

イベント企画

研究会提案企画 課題

委員会提案企画 課題

現地提案企画 課題

船井ベストペーパー賞選考会 講演

情報技術レターズ 講演

一般講演 講演

国際会議に関する事項（定款 第 条ロ，チ）

次のとおり開催した．

会 議 名 開催年月日 参加者数 論文数 場 所

The nd International Tech
nical Conference on Circuits
Systems Computers and Com
munications（ITC CSCC ）

Busan Korea ESS

th OptoElectronics and Com
munications Conference th
International Conference on In
tegrated Optics and Optical
Fiber Communication（OECC
IOOC ）

パシフィコ
横浜

CS
ES

Joint Workshop on Informa
tion Secur ity（JWIS ）

早稲田大学
（新宿区）

ISS

International Symposium
on Antennas and Propagation
（ISAP ）

新潟コンベン
ションセンター

CS

International Symposium
on Nonlinear Theory and its
Applications（NOLTA ）

Vancouver
Canada ESS

International Workshop on
Secur ity（IWSEC ） 奈良 ESS

The th International Confer
ence on Field Programmable
Technology （ICFPT ）

北九州国際会
議場

ISS

th Asia and South Pacific
Design Automation Confer
ence（ASP DAC ）

Seoul Korea ESS

出版に関する事項（定款 第 条イ）

和文論文誌の発行状況
各ソサイエティ別（A B C D）に 種類をオンライン

ジャーナルで公開し，オプションとして冊子体を次のとおり
発行・配布した．
掲載総ページ数は ページである．

分 類

分 冊

Paper Letter その他 計 特集回数 発行部数

件 数
ページ数

件 数
ページ数

──
ページ数

件 数
ページ数 回 部

A
──

B
──

C
──

D
──

計
──

＊その他：総目次 ページ，巻頭言 ページ，英文誌紹介 ページ，特集
号募集案内等付物 ページ



英文論文誌の発行状況
各ソサイエティ別（A B C D）に 種類をオンライン

ジャーナルで公開し，オプションとして冊子体を次のとおり
発行・配布した．
掲載総ページ数は ページである．

平成 年度事業報告

分 類

分 冊

Paper Letter その他 計 特集回数 発行部数

件 数
ページ数

件 数
ページ数

──
ページ数

件 数
ページ数 回 部

A
──

B
──

C
──

D
──

計
──

＊その他：総目次 ページ， Abstract ページ， Foreword ページ，
特集号募集案内等付物 ページ

電子ジャーナル
エレクトロニクスソサイエティでは，Web を用いたペー
パーレス研究速報英文論文誌「IEICE Electronics Express（略
称 ELEX）」（月 回発行）に 件， ページを掲載した．
平成 年度内にインパクトファクターが付与される予定と
なった．

ニューズレター，ソサイエティ誌の発行状況
各ソサイエティ及びグループでは活動の一環としてニュー
ズレター，ソサイエティ誌を下記のとおり発行した．
（１） 基礎・境界ソサイエティでは，平成 年 月に新

ソサイエティ誌「Fundamentals Review（ファンダム・
レビュー）」を創刊した．
ファンダム・レビューは年 回発行する．従来の
ニューズレターの内容にとどまらず，学会誌よりも専
門性の高い解説論文や関連分野の国際会議や研究会な
どの報告記事を掲載し，基礎・境界ソサイエティで扱
う分野の最新技術動向をより分かりやすく提供するこ
とを目指し，更に充実させる．創刊号のみ冊子で発行
し，第 号以降Web での配信を実施した．
発行回数： 回，総ページ数： ページ（ニューズ

レター 回を含む）
（２） 通信ソサイエティ

マガジン誌（通信ソサイエティマガジン）
回 ページ

Global News Letter 回 ページ
（３） エレクトロニクスソサイエティ

ニューズレター 回 ページ
（４） 情報・システムソサイエティ

ニューズレター 回 ページ
（５） ヒューマンコミュニケーショングループ

ニューズレター 回 ページ
IEICE Transactions Online

特殊員に対して平成 年 月から試行的に導入している
サイトライセンスの試行期間を試行参加数が十分でないので
平成 年 月までに延長した．

選奨に関する事項（定款 第 条ホ，へ）

所定の手続きによって選考が進められ，次のとおり各受賞
者を決定した．

基礎・境界ソサイエティ
（１） 特別功労賞

業 績 貢 献 者（所属）

Fundamentals Review 誌の創刊に対する多大の貢献 中村 勝洋（千葉大）

以上１件

（２） 功労賞

業 績 貢 献 者（所属）

基礎・境界ソサイエティの独立採算化に対する多大
の貢献

白木 善尚（湘南工科大）

NOLTA への General Co Chair としての貢献 潮 俊光（阪大）

ISPACS への General Co Chair とソサイエティ大会
特別企画への貢献

伊藤 良生（鳥取大）

ASP DAC への General Co Chair としての貢献
広瀬 文保（日本ケイデン
ス・デザイン・システムズ社）

ASP DAC への General Co Chair としての貢献 小野寺秀俊（京大）

IWSEC への Co Chair としての貢献 森井 昌克（神戸大）

Fundamentals Review 誌の創刊に対する貢献
西尾 芳文（徳島大）
酒井 哲也（ニューズウォッチ）

以上 名

業 績 貢 献 者（所属）

システムと信号処理サブソサイエティおよび信号処
理研究会への貢献

西川 清史（首都大東京）

暗号と情報セキュリティシンポジウム SCIS 開催
幹事としての貢献

岡本 龍明（NTT）

英文論文誌 CIS 特集号編集幹事としての 年にわた
る貢献

盛合 志帆（ソニー）

チュートリアル講演「ディジタルコンテンツ保護関
連技術」の企画等研究会活動発展への貢献

土井 洋（情報セキュリ
ティ大学院大）

英文論文誌編集委員として，迅速かつ多大な編集作
業の実行に対する功績

松尾 和人（情報セキュ
リティ大学院大）
古原 和邦（産総研）
北島 博之（香川大）
齊藤 泰一（東京電機大）
長谷川 浩（名大）
土肥 正（広島大）

以上 名

（３） 功労感謝状

通信ソサイエティ
ソサイエティ論文賞

論 文 名 著 者 名（所属）

【優秀論文賞】
平面層状不均質媒質に対するダイアディックグ
リーン関数の簡略化と無損失DNGスラブへの応用

宇野 亨（東京農工大）

LF およびMF 電波のロケット観測による冬季夜間
下部電離層の電子密度推定

芦原 佑樹（富山県立大）
石坂 圭吾（富山県立大）
岡田 敏美（富山県立大）
三宅 壮聡（富山県立大）
村山 泰啓（NICT）
長野 勇（金沢大）

UWBパルスレーダによる高速立体形状推定法の
実験的検討

阪本 卓也（京大）
木寺 正平（京大）
佐藤 亨（京大）
杉野 聡（松下電工）



エレクトロニクスソサイエティ賞

電子情報通信学会誌 Vol No

エレクトロニクスレター論文賞

ELEX Best Paper Award

情報・システムソサイエティ論文賞

エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞

【招待論文賞】
レーダポーラリメトリにおけるデータ利用方法に
ついて

山口 芳雄（新潟大）

【Best Paper Award】
A Coaxial Line to Post Wall Waveguide Transition
for a Cost Effective Transformer between a RF
Device and a Planar Slot Array Antenna in
GHz Band

Takafumi KAI（東工大）
Yusuke KATOU（東工大）
Jiro HIROKAWA（東工大）
Makoto ANDO（東工大）
Hiroshi NAKANO
（ユーディナデバイス（株））
Yasutake HIRACHI（東工大）

Adaptive MAP Detection via the EM Algor ithm for
LDPC Coded MIMO OFDM Mobile Communications

Tsuyoshi KASHIMA（東工大）
Kazuhiko FUKAWA（東工大）
Hiroshi SUZUKI（東工大）

【Best Letter Award】
An Efficient Signed Power of Two Term Alloca
tion for Filter Coefficients in Digital Communica
tion System

Koichi ICHIGE（横浜国大）
Hideaki MUNEMASA

（横浜国大）
Hiroyuki ARAI（横浜国大）

【Best Tutor ial Paper Award】
Over lay Network Technologies for QoS Control

Tutomu MURASE（NEC）
Hideyuki SHIMONISHI（NEC）
Masayuki MURATA（阪大）

Recent Developments in and Challenges of Photonic
Networking Technologies

Ken ichi SATO（名大）

Statistical Multipath Propagation Modeling for
Broadband Wireless Systems

Yoshio KARASAWA（電通大）

以上 編

分 野 業 績 貢 献 者（所属）

第 分野
ミリ波自己ヘテロダイン伝送技術に関す
る研究

荘司 洋三（NICT）

第 分野
半導体集積光デバイスの先駆的・独創的
研究

中野 義昭（東大）

第 分野 該当なし

以上 件

論 文 名 著 者 名（所属）

表面活性化ダイレクトボンディングを用いた半漏れ
型光アイソレータの製作

水本 哲弥（東工大）
齊藤日出紀（東工大）

以上 件

論 文 名 著 者 名（所属）

An optically clocked transistor ar ray（OCTA）for
Gb s bidirectional ser ial to parallel conversion of

asynchronous burst optical packets

Ryohei Urata（NTT）
Ryo Takahashi（NTT）
Tetsuya Suemitsu（NTT）
Hiroyuki Suzuki（NTT）

以上 件

分 野 講 演 者（所属）

電磁波・マイクロ波
竹内 太志（東北大）
山田 英明（防衛大）

化合物半導体・光エレクトロニクス
白土 剛史（東北大）
山梨 裕希（横浜国大）

シリコン・エレクトロニクス一般
小倉 裕俊（横浜国大）
岩成 武司（中大）

以上 件

論 文 名 著 者 名（所属）

【連作論文】
Details of the Nitech HMM Based Speech Synth
esis System for the Blizzard Challenge

Heiga ZEN（名工大）
Tomoki TODA（奈良先端大）
Masaru NAKAMURA（名工大）
Keiichi TOKUDA（名工大）

A Speech Parameter Generation Algor ithm Con
sider ing Global Var iance for HMM Based Speech
Synthesis

Tomoki TODA（奈良先端大）
Keiichi TOKUDA（名工大）

A Hidden Semi Markov Model Based Speech
Synthesis System

Heiga ZEN（名工大）
Keiichi TOKUDA（名工大）
Takashi MASUKO（東工大／東芝）
Takao KOBAYASIH（東工大）
Tadashi KITAMURA（名工大）

以上 編

FIT の各賞
（情報・システムソサイエティ及びヒューマンコミュニ
ケーショングループと情報処理学会との合同）
（１） 船井業績賞

業 績 貢献者（所属）

JUNET およびWIDE プロジェクトの設立をはじめと
した日本のインターネット基盤の構築に指導的な役割

村井 純（慶大）

以上 件

（２） 船井ベストペーパー賞

論 文 名 受賞者（所属）

自動メモ化プロセッサの消費エネルギー評価

島崎裕介（名工大）
池内康樹（ACCESS）
津邑公暁（名工大）
中島 浩（京大）
松尾啓志（名工大）
中島康彦（奈良先端大）

Relative Innovator の発見によるパーソナライズ手法
の提案

川前徳章（NTT）
山田武士（NTT）
上田修功（NTT）

ノイズのある環境下でオンライン学習が可能な自己
増殖型ニューラルネットワークを用いた連想記憶モ
デル

須藤明人（東工大）
佐藤彰洋（東工大）
長谷川 修（東工大）

以上 編

（３） FIT 論文賞

論 文 名 受賞者（所属）

Analysis of an Edge Color ing Algor ithm Using Cher
noff Bounds

謝 旭珍（名大）
柳浦睦憲（名大）
小野孝男（名大）
平田富夫（名大）

大規模自律エージェントシステムにおける契約ネッ
トプロトコルの効率特性

菅原俊治（早大）
福田健介（情報学研）
廣津登志夫（豊橋技科大）
栗原 聡（阪大）

低品質文字列を認識するための文字間空隙特徴の利
用

石田皓之（名大）
高橋友和（名大）
井手一郎（名大）
村瀬 洋（名大）

“No news is good news”規準を利用した行動教示の
学習

田中一晶（京都工繊大）
左 祥（京都工繊大）
嵯峨野泰明（京都工繊大）
岡 夏樹（京都工繊大）

OS資源ビューの仮想化を用いた分散システムテスト
ベッド

西川賀樹（東大）
大山恵弘（電通大）
米澤明憲（東大）



平成 年度事業報告

（４） FIT ヤングリサーチャー賞

通信ソサイエティ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地

方開催 回）
別に，第二種研究会を開催した．

P P ネットワークのための分散ハッシュ型認証手法

武田敦志（東北文化学園大）
北形 元（東北大）
松島 悠
（新日鉄ソリューションズ）
木下哲男（東北大）
白鳥則郎（東北大）

視覚障害者向け案内システムの実証的評価

深澤紀子（鉄道総研）
水上直樹（鉄道総研）
松原 広（鉄道総研）
土屋隆司（鉄道総研）

以上 編

候補者名 所属 講演番号 題 名

柳原 正 KDDI 研 D
次元圧縮を用いたクロスメディアレコメン
デーション方式の提案

三玉政喜 横浜国大 LD
ユビキタス環境における概念階層と行動履
歴を用いた意味層構築支援

西村竜一 和歌山大 E
音声入力機能を有する対話型Web アプリ
ケーションの公開試験

齊藤剛史 鳥取大 H
唇および口内領域形状に基づくトラジェク
トリ特徴量による読唇

高橋正樹 NHK技研 H
パーティクルフィルタを用いたティー
ショットシーンでのゴルフボール追跡

河合吉彦 NHK技研 H
電子番組表に基づいた番組紹介映像の自動
生成手法の評価

中島奈緒 NHK技研 I
AVC H によるスーパーハイビジョン
コーデックの開発

志水信哉 NTT LI
多視点映像符号化における残差予測を用い
たView Synthesis Prediction フレームワーク

立石佑一郎 名大 LN
仮想環境ソフトウェアに基づくネットワークトラブ
ルシューティング実習環境提供システムの評価

鈴木貴史 名工大 O
迷惑メールフィルタリングアルゴリズムの
評価用メールセット

以上 編

研究会等に関する事項（定款 第 条ロ，ハ）

基礎・境界ソサイエティ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地

方開催 回）
また，第二種研究会，第三種研究会及び学術研究集会を開
催した．

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

回路とシステム
情報理論
信頼性
超音波
応用音響
非線形問題
VLSI 設計技術
情報セキュリティ
信号処理
ワイドバンドシステム
コンカレント工学
思考と言語
技術と社会・倫理
安全性
ITS
スマートインフォメディアシステム

板倉 哲朗
高田 豊雄
柳 繁
竹内 正男
牧野 昭二
浅井 秀樹
石浦菜岐佐
松井 充
貴家 仁志
小林 岳彦

崎偉
亀田 弘之
木下 宏揚
中村 英夫
伊丹 誠
荒川 薫

（４）
（３）
（６）
（３）
（７）
（６）
（４）
（２）
（７）
（２）
（４）
（２）
（２）
（１）
（２）
（３）

合 計 （ ）

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

アンテナ・伝播
宇宙・航行エレクトロニクス
衛星通信
環境電磁工学
ネットワークシステム
情報ネットワーク
通信方式
電子通信エネルギー技術
光通信システム
無線通信システム
コミュニケーションクオリティ
フォトニックネットワーク
光ファイバ応用技術
テレコミュニケーションマネジメント
モバイルマルチメディア通信
インターネットアーキテクチャ
ソフトウェア無線
アドホックネットワーク
ユビキタス センサネットワーク

堀 俊和
小菅 義夫
梅比良正弘
井上 浩
三宅 功
斎藤 洋
若杉耕一郎
長尾 道彦
山林 由明
山尾 泰
石橋 豊
中野 義昭
立田 光廣
栗山 博
大矢 智之
山崎 克之
高田 潤一
間瀬 憲一
市川 晴久

（７）
（４）
（４）
（５）
（８）
（８）
（７）
（２）
（６）
（６）
（５）
（４）
（５）
（５）
（５）
（３）
（２）
（３）
（２）

合 計 （ ）

エレクトロニクスソサイエティ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地

方開催 回）
また，第二種研究会を開催した．

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

機構デバイス
磁気記録・情報ストレージ
超伝導エレクトロニクス
電子ディスプレイ
電子デバイス
電子部品・材料
電磁界理論
シリコン材料・デバイス
マイクロ波
集積回路
有機エレクトロニクス
光エレクトロニクス
レーザ・量子エレクトロニクス

曽根 秀昭
本多 直樹
田辺 圭一
飯村 靖文
原 正明
上村 喜一
石原 豊彦
浅野 種正
橋本 修
松澤 昭
工藤 一浩
小山二三夫
辻 伸二

（５）
（５）
（０）
（１）
（ ）
（５）
（３）
（９）
（５）
（６）
（６）
（４）
（５）

合 計 （ ）

情報・システムソサイエティ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地

方開催 回）
また，第二種研究会を開催した．

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

ME とバイオサイバネティックス
オフィスインフォメーションシステム
画像工学
言語理解とコミュニケーション
コンピュータシステム
コンピュテーション
人工知能と知識処理

村山 伸樹
茨木 久
八島 由幸
中岩 浩巳
末吉 敏則
渡辺 治
北村 泰彦

（８）
（５）
（９）
（４）
（５）
（６）
（３）

注：研究会開催数の（ ）内は地方支部等での開催数



電子情報通信学会誌 Vol No

ヒューマンコミュニケーショングループ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地方

開催 回）
また，第二種研究会及び第三種研究会を開催した．

支 部 事 業

各支部において，講演会，講習会，見学会，大会等を次の
とおり開催した．

北海道支部
講 演 会 回 研 究 会 回
専 門 講 習 会 回 学生会講演会 回
支部連合大会 回 学生会見学会 回

東北支部
学 術 講 演 会 回 先端技術シンポジウム 回
特 別 講 演 会 回 支部連合大会 回
地 区 講 演 会 回 研 究 会 回
専 門 講 習 会 回 学生向け事業 回

東京支部
講 演 会 回 研 究 会 回
シンポジウム 回 学生会講演会 回
地域イベント 回 学生会見学会 回
見 学 会 回 学生会研究発表会 回
教 育 活 動 回 学生会報の発行 回

信越支部
講 演 会 回 特別講演会 回
専 門 講 習 会 回 支 部 大 会 回
見 学 会 回 研 究 会 回

東海支部
講 演 会 回 研 究 会 回
専 門 講 習 会 回 学生会講演会 回
見 学 会 回 学生会見学会 回
支部連合大会 回

北陸支部
特 別 講 演 会 回 研 究 会 回
講 演 会 回 学生会講演会 回
支部連合大会 回 学生研究発表会 回
専 門 講 習 会 回 学生会見学会 回

関西支部
講 演 会 回 研 究 会 回
中高生向け講演会 回 情報通信技術講座 回
専 門 講 習 会 回 学生見学会 回
見 学 会 回 学生会研究発表会 回
支部連合大会 回

中国支部
講 演 会 回 研 究 会 回
専 門 講 習 会 回 学生向け講演会 回
見 学 会 回 学生向け見学会 回
支部連合大会 回

四国支部
講 演 会 回 学生会講演会 回
専 門 講 習 会 回 学生会展示会 回
支部連合大会 回 学生会見学会 回
研 究 会 回

ソフトウェアサイエンス
データ工学
パターン認識・メディア理解
ディペンダブルコンピューティング
ニューロコンピューティング
知能ソフトウェア工学
音声
教育工学
医用画像
ソフトウェアインタプライズモデリング
リコンフィギャラブルシステム

坂部 俊樹
川越 恭二
馬場口 登
岩崎 一彦
五味 裕章
山口 高平
小林 隆夫
横山 節雄
藤田 広志
松田 順
天野 英晴

（６）
（２）
（８）
（４）
（６）
（４）
（７）
（７）
（４）
（０）
（３）

合 計 （ ）

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

ヒューマンコミュニケーション基礎
ヒューマン情報処理
マルチメディア・仮想環境基礎
福祉情報工学

米村 俊一
加藤 博一
全 炳東
中山 剛

（３）
（６）
（５）
（４）

合 計 （ ）

データベースに関する事項（定款 第 条ハ チ）

国立情報学研究所（NII）並びに，科学技術振興機構（JST）
のデータベース作成に次のとおり協力した．
電子図書館（NII）：発行から 年遅れで全文公開

和・英論文誌，技術研究報告，総合大会発表論文，
ソサイエティ大会発表論文

J STAGE（JST）：抄録のみ公開
和・英論文誌，技術研究報告，総合大会発表論文，
ソサイエティ大会発表論文

ソサイエティ及びグループ会員に関する事項
（定款 第 章）

各ソサイエティ及びグループにおける会員数は次のとおり
である．

ESS CS ES ISS HCG 合 計

平成 年度末登録数
（ ）はフェロー会員数 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

平成 年度末登録数
（ ）内はフェロー会員数 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

前年度との差
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

（注） ESS：基礎・境界ソサイエティ， CS：通信ソサイエティ， ES：エレク
トロニクスソサイエティ， ISS：情報・システムソサイエティ
HCG：ヒューマンコミュニケーショングループ



九州支部
特 別 講 演 会 回 支部連合大会 回
講 演 会 回 研 究 会 回
専 門 講 習 会 回 学生会講演会 回
普及啓発活動 回 学生会見学会 回
JABEE 講習会 回

平成 年度事業報告

役員，評議員及び代議員の改選結果報告

平成 年度の役員，評議員，代議員の改選は所定の手続
きによって行われた．平成 年 月 日に正員に投票を依
頼し， 月 日に締め切り，その開票結果を理事会に図り当
選者を決定した．この結果，理事富永英義，安田 浩，雨宮
真人，萩本和男，江村克己，森川博之，得井慶昌，喜多泰代，
篠田庄司，古井貞煕，羽鳥光俊，大石進一，吉田 進，安藤
真，末永康仁及び監事後藤 敏は退任することになり，新た
に青山友紀，広崎膨太郎，吉田 進，村田正幸，秋葉重幸，
田中良明，大村佳久，山田敬嗣，酒井善則，持田侑宏，羽鳥
光俊，香田 徹，澤谷邦男，益 一哉，大田友一が理事に，
正村達郎が監事に就任することになった．
また，役員・評議員は選出代議員となる．
なお，通常総会において退任，留任，新任される役員・評
議員・代議員は次のとおりである．

役 職 名 退 任 留 任 新 任

互選代議員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

石原 康利
泉田喜一郎
市毛 弘一
井 研治
今井 一雅
宇佐見正士
上林 真司
上原 秀幸
小野寺秀俊
大久保賢祐
大濱 靖匡
大森 浩史
岡本 好弘
加藤 暢
片山 統裕
金子 峰雄
菊間 信良
北村 義弘
行場 次朗
金 亨燮
熊耳 浩
渋谷 徹
鈴木三知男
田中 二郎
竹下 哲義
辻岡 哲夫
土橋 宜典
中島 康治
中村 隆
長尾 智晴
波平 宜敬
橋場 寛之
林田 行雄
廣瀬 明
藤井 俊彰
藤岡 清人
牧野 哲也
水本 和樹
村上 秀男
湯川 高志
吉澤 聡

浅野 敏郎
荒川 賢一
伊藤 哲郎
宇野 健
大崎 淳
楫 勇一
加藤 浩介
河田 淳治
久保田周治
栗山 繁
近藤 和弘
佐藤 健一
佐藤 茂雄
佐藤 誠
重田 和弘
白井 宏
白木 善尚
高橋 広基
橋 琢二
竹部 秀洋
田中 賢
常田 明夫
出口 博之
中川 健治
中川 真也
中島 康雄
中城 智之
仲村 泰明
西 仁司
野口 一博
福村 直博
藤田 輝雄
前田 賢一
松居 真一
松山 光司
三島 瑛人
宮尾 淳一
宮野 信治
宮原 末治
村島 定行
安井 寛治
矢野 健剛
山口 雅史
渡邊 敏明

芥川 正武
石黒 義英
泉田喜一郎
伊藤 建一
井原 武
植田 和憲
内田 誠一
榎本 崇宏
大田 豊栄
太田 正哉
大淵 康成
金井 浩
上武 信夫
川本 一彦
栗山 繁
桑門 秀典
小鹿 哲
白川 英規
杉村 立夫
武田 幸子
武山 真弓
田村 裕
塚田 章
辻 伸二
長嶋 祐二
中谷 祐介
波平 宜敬
野口 啓介
野矢 厚
橋場 寛之
林田 行雄
張山 昌論
福村 直博
藤島 実
堀田 英一
水本 哲弥
宮 守
柳澤 政生
山口 雅史
山本 学
横矢 直和
若林 秀昭
綿谷 信義

役 職 名 退 任 留 任 新 任

会 長
次 期 会 長
副 会 長（在京）
副 会 長（地方）
総 務 理 事
会 計 理 事
編 集 理 事
企 画 理 事
調 査 理 事
編 集 長（理事）
企 画 室 長（理事）
規格調査会委員長（理事）

ESS会長（理事）
CS会長（理事）
ES会長（理事）
ISS会長（理事）
監 事
評 議 員（在京）
〃
〃
〃
〃

評 議 員（地方）
〃

〃
〃

〃
評 議 員（会長指名）
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃

富永 英義
宮原 秀夫
安田 浩
雨宮 真人
萩本 和男
江村 克己
森川 博之
得井 慶昌
喜多 泰代
篠田 庄司
古井 貞煕
羽鳥 光俊

大石 進一
吉田 進
安藤 真
末永 康仁
後藤 敏
伊東 晋
太田 直久
岡田 忠信
酒井 善則
村上 篤道
安達 文幸
村上 孝三
（石井光雄）
島村 和典
中野 博隆
（森広芳照）
横矢 直和
秋葉 重幸
石塚 勝
谷岡 健吉
（榎並和雅）
大柴小枝子
計 宇生
小林 岳彦
関根 好文
田辺 史朗
（畑岡信夫）

津田 俊隆
伊藤 弘昌
坂庭 好一
高橋 達郎
山本 浩治
西原 明法
花澤 隆

（会長）
小林 欣吾
間瀬 憲一
河内 正夫
畑岡 信夫
平田 康夫
尾上 誠蔵
桑原 秀夫
阪田 史郎
土井美和子
三宅 功
生越 重章

木戸出正継

小柴 正則

白鳥 則郎

安浦 寛人
荒川 薫
小舘香椎子

古池 進

菅原 一孔
趙 晋輝
富田 義数
西澤 台次

林 秀樹

宮原 秀夫
青山 友紀
広崎膨太郎
吉田 進
村田 正幸
秋葉 重幸
田中 良明
大村 佳久
山田 敬嗣
酒井 善則
持田 侑宏
羽鳥 光俊
（次期会長）
香田 徹
澤谷 邦男
益 一哉
大田 友一
正村 達郎
斎藤 洋
江村 克己
中嶋 信生
松井 知子
梅比良正弘
尾家 祐二

松永真由美

大柴小枝子

根元 義章

北山 研一
浅見 徹
石塚 勝

計 宇生

小林 岳彦
小林 直人
佐藤 健一
関根 好文

田辺 史朗

〃
〃

評議員 北海道支部長
〃 東北支部長
〃 東京支部長
〃 信越支部長
〃 東海支部長
〃 北陸支部長
〃 関西支部長
〃 中国支部長
〃 四国支部長
〃 九州支部長

評議員（学生会顧問）
〃 北海道支部
〃 東北支部
〃 東京支部
〃 信越支部
〃 東海支部
〃 北陸支部
〃 関西支部
〃 中国支部
〃 四国支部
〃 九州支部

古田 洋介
村田 正幸
野矢 厚
羽深 龍二
喜連川 優
島田 正治
伊藤 卓志
松本 忠
山下 勝己
藤岡 清人
樋口 弘志
相川 正義

佐野 栄一
杉浦 義人
黒川 弘章
半田 志郎
井 研治
椎名 徹
梶川 嘉延
椋木 雅之
岩下 克
田中 哲郎

福沢 恵司
李 可人

谷岡 健吉
山内 良三

＊小柴 正則
＊白鳥 則郎
荒木 純道
宮澤 正幸
中川 聖一
福田 一郎
加藤 雅敏
森川 良孝
木内 陽介
山下 雅史

鈴木 正清
佐藤 公男
藤井 威生
柄沢 直之
杉浦 敏文
八木谷 聡
南 繁行
片桐 英樹
都築 伸二
末次 正

備考：（ ）内は年度の途中において交代した前任者を示す．
注意：＊印は既に選挙で選出された評議員（地方）であるため，会長指名評議

員にはしない者．


